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【イチゴ（さちのか）】
県内一の早出し産地の本市では
10月下旬から出荷が始まります。
しっかりした果実は保存性と輸送
性にも適しており、主に京阪神市
場へ。甘酸のバランスがよく、果肉
まで赤くなるため、お菓子作りにも
よく利用されます。
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